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葉緑体が植物の成長を制御する新たな仕組みを発見 

－細胞内共生した細菌の宿主細胞制御戦略－ 

 

【要  点】 

○約25億年前に光合成細菌が細胞内共生して誕生した葉緑体は、細菌の遺伝子 

 発現・代謝調節システムを保持している 

○そのシステムは、植物の成長・栄養応答を統括的に制御していることが判明 

○生物進化における細胞内共生の解明、貧栄養耐性植物の開発に直結 

 

 

【概  要】 

 

東京工業大学バイオ研究基盤支援総合センター/地球生命研究所の増田真二准教授

らの研究グループは、葉緑体が植物の成長・栄養応答を制御する新たな仕組みを発見

した。この仕組みは、葉緑体の祖先であるシアノバクテリア（用語１）が細胞内共生

（用語２）した際に植物細胞にもたらされたもので、その後、宿主である植物の成長

をコントロールするシステムとして進化したことを明らかにした。 

実際にその仕組みを強化すると、植物が大きく育ち、貧栄養応答も改善された。こ

の制御機構のさらなる解明は、生物進化における細胞内共生のインパクトを明らかに

するだけでなく、貧栄養耐性植物の開発に直結する。 

 研究成果は11月 9日発行の英国ネイチャー出版グループの「ネイチャープランツ

（Nature Plants）」誌に掲載される。 

 

 

  







（３） 緊縮応答：細菌に普遍的に保存された環境応答機構。グアノシン 4 リン酸の合成

と分解を介して遺伝子発現や代謝関連酵素群の活性が調節される。 

（４） 遺伝子発現：遺伝情報からタンパク質が作り出される過程を指す。すなわち、遺

伝子の実体DNAからRNAが合成され、RNAからタンパク質が作られる一連の過程を

指す。 

（５） ゲノム： 遺伝子（DNA）にコードされた遺伝情報全体を指す。 

（６） 真核生物： 動物や植物など、核をもつ細胞からなる生物。 
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【付記】 

本研究は、科学研究費補助金 新学術領域研究「植物の環境感覚：刺激受容から細胞応答まで」

（領域代表者：長谷あきら京都大学教授）と最先端研究基盤事業「植物科学最先端研究拠点ネッ

トワーク」の支援を受けて実施した。 
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